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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月3日(2021.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：

【化１】

［式中、
　Ｒ1は、式－Ｘ－Ｙ－Ｚ、式－Ｘ－Ｚ、式－Ｙ－Ｚおよび式－Ｚ
（式中、
ＸはＯ；ＮＲ5；Ｓ；ＣＲ6Ｒ7；Ｃ＝Ｏ；Ｃ＝Ｓ；または１～６個の炭素原子を含むアル
キル鎖であり、
ＹはＯ；ＮＲ5；Ｓ；ＣＲ6Ｒ7；Ｃ＝Ｏ；Ｃ＝Ｓ；または１～６個の炭素原子を含むアル
キル鎖であり、
Ｒ5は水素；アリール；複素単環；複素二環；１～６個の炭素原子を含むアルキル鎖；１
～６個の炭素原子を含むアルケニル鎖；または１～６個の炭素原子を含むアルキニル鎖で
あり、
Ｒ6は水素；または１～６個の炭素原子を含むアルキル鎖であり、
Ｒ7は水素；１～６個の炭素原子を含むアルキル鎖；１～６個の炭素原子を含むアルケニ
ル基；１～６個の炭素原子を含むアルキニル鎖；または１～６個の炭素原子を含むアルコ
キシ基であり、
Ｚはフェニル基；１～５個の置換基がハロゲン、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、
１～６個の炭素原子を含むアルケニル基、１～６個の炭素原子を含むアルキニル基、フェ
ニル基、ピリジル基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、ヒドロキシル基、アミド
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基、カルバモイル基およびシアノ基からなる群から選択される、置換フェニル基もしくは
置換複素単環式基；水素原子；１～１２個の炭素原子を含むアルキル基；２～１２個の炭
素原子を含むアルケニル基；１～６個の炭素原子を含むアルキニル基；３～７個の炭素原
子を含むシクロアルキル基；１～６個の炭素原子を含むアルケニル基、１～６個の炭素原
子を含むアルキニル基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、ヒドロキシル基、８～
１２個の炭素原子を有するアルコキシフェニルアルコキシ基、モルホリノ基、ピペリジニ
ル基、ピロリジノ基もしくは３～６個の炭素原子を含む環状エーテルで置換されている１
～１２個の炭素原子を含むアルキル基；１～５個のハロゲン原子で置換されている１～６
個の炭素原子を有するアルキル基；オキソ基で置換されている３～９個の炭素原子を含む
シクロアルキル基；複素単環式または複素二環式基；ハロゲン、１～６個の炭素原子を含
むアルキル基、１～６個の炭素原子を含むアルケニル基、１～６個の炭素原子を含むアル
キニル基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、ヒドロキシル基、アミド基、カルバ
モイル基、シアノ基、または具体的にはテトラヒドロピラニル基からなる群から選択され
る１～５員で置換されている複素単環式または複素二環式基；テトラヒドロフラニル基；
４－ピペリジニル基；１～６個の炭素原子を含むアルキル基で置換されているピペリジニ
ル基；ｔ－ブトキシカルボニル基；シクロヘキサンスピロ－２’－（１，３－ジオキソラ
ニル）基；およびピロリジン－２－オン－５－イル基である）
の基からなる群から選択され、
　Ｒ2は、水素原子；１～６個の炭素原子を含むアルキル基；１～６個の炭素原子を含む
アルケニル基；１～６個の炭素原子を含むアルキニル基；３～７個の炭素原子を含むシク
ロアルキル基；３～７個の炭素原子を含むシクロアルキル基で置換されている１～６個の
炭素原子を含むアルキル基；２～７個のハロゲンで置換されている１～６個の炭素原子を
含むアルキル基；７～１２個の炭素原子を含むフェニルアルキル基；またはヒロドキシル
基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基で
置換されている１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、もしくは１～６個の炭素原子を
含むアルキルアミノ基で置換されている１～６個の炭素原子を有するアルコキシ基で置換
されている、７～１２個の炭素原子を含むフェニルアルキル基であり、
　Ｒ3は、フェニル基；ハロゲン、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６個の炭
素原子を含むアルケニル基、１～６個の炭素原子を含むアルキニル基、１～６個の炭素原
子を含むアルコキシ基、フェニル基、ピリジル基、ヒドロキシル基、アミド基、カルバモ
イル基およびシアノ基からなる群から選択される１～５員で置換されているフェニル基；
複素単環式もしくは複素二環式基；およびハロゲン、１～６個の炭素原子を含むアルキル
基、フェニル基、ピリジル基、１～６個の炭素原子を含むアルコキシ基、ヒドロキシル基
、アミド基、カルバモイル基、もしくはシアノ基からなる群から選択される１～５員で置
換されている複素単環式もしくは複素二環式基；または置換３Ｈ－キナゾリン－４－オン
であり、
　Ｒ4は、水素原子；１～１２個の炭素原子を含むアルキル基；１～６個の炭素原子を含
むアルケニル基；１～６個の炭素原子を含むアルキニル基；３～７個の炭素原子を含むシ
クロアルキル基；３～６個の炭素原子を含む環状エーテル；１～６個の炭素原子を含むア
ルコキシ基、ヒドロキシル基、８～１２個の炭素原子を有するアルコキシフェニルアルコ
キシ基、モルホリノ基、ピペリジニル基、ピロリジノ基もしくは３～６個の炭素原子を含
む環状エーテルで置換されている、１～１２個の炭素原子を含むアルキル基；１～７個の
ハロゲン原子で置換されている１～６個の炭素原子を有するアルキル基；オキソ基で置換
されている３～９個の炭素原子を含むシクロアルキル基；テトラヒドロピラニル基；テト
ラヒドロフラニル基；または４－ピペリジニル基である］
の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化２－１】
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【化２－２】



(6) JP 2020-512400 A5 2021.4.15

【化２－３】

からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩
、水和物もしくは溶媒和物。
【請求項３】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化３－１】
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【化３－２】

からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩
、水和物もしくは溶媒和物。
【請求項４】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化４】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項５】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化５】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項６】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化６】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項７】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化７】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項８】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化８】

である請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶媒
和物。
【請求項９】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
【化９】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１０】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化１０】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１１】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化１１】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１２】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化１２】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１３】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【化１３】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１４】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化１４】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１５】
　前記式の化合物が、以下の化合物：

【化１５】

である、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩、水和物もしくは溶
媒和物。
【請求項１６】
　前記式の化合物が、以下の化合物：
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【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【表１－４】
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【表１－５】
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【表１－６】
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【表１－７】
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【表１－８】
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【表１－９】
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【表１－１０】
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【表１－１１】
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【表１－１２】
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【表１－１３】
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【表１－１４】
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【表１－１５】
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【表１－１６】



(29) JP 2020-512400 A5 2021.4.15

【表１－１７】
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【表１－１８】
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【表１－１９】
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【表１－２０】

からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物、または薬学的に許容されるその塩
、水和物もしくは溶媒和物。
【請求項１７】
　治療有効量の請求項１～１６のいずれか１項に記載の化合物、または薬学的に許容され
るその塩、水和物もしくは溶媒和物を含む、医薬組成物。
【請求項１８】
　アテローム性動脈硬化症、マルファン症候群、ロイスディーツ症候群、肥満、糖尿病、
多発性硬化症、円錐角膜、特発性肺線維症、アルツハイマー病、慢性腎疾患、慢性閉塞性
肺疾患（ＣＯＰＤ）、喘息、鬱血性心不全、虚血性心臓発作および強皮症からなる群から
選択される疾患を治療するために用いられる、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　肺癌、胃癌、骨髄異形成症候群（ＭＤＳ）、メラノーマ、結腸癌、腎臓癌、膠芽腫（Ｇ
ＢＭ）、膵臓癌、骨髄線維症、多発性骨髄腫、食道癌、頭頚部扁平上皮癌腫、卵巣癌腫、
子宮内膜癌、胆管癌腫、肉腫、髄芽腫、ＮＳＣＬＣ、乳癌および肝細胞癌腫（ＨＣＣ）か
らなる群から選択される疾患を治療するために用いられる、請求項１７に記載の医薬組成
物。
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